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近
世
中
後
期
に
b
け
る
合
薬
流
通

商
品
流
通
の
一
例
と
し
て

松

迫

寿

代

Iま

じ

め

あ
わ
せ
h
xす
り

近
世
に
お
い
て
庶
民
の
購
買
力
は
拡
大
し
消
費
は
多
様
化
し
て
い
く
。
そ
の
な
か
で
も
合
薬
は
、
享
保
期
（
一
七
一
六

i
一ニ六）

以
来
の
幕
府
の
薬
事
政
新
て
地
域
に
お
け
る
医
療
文
化
の
形
即
日
乞
う
け
て
一
般
に
普
及
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

合
薬
と
は
数
種
の
薬
を
調
合
し
て
丸
薬
や
散
薬
な
ど
の
形
に
つ
く
っ
た
も
の
で
、

「
神
仙
巨
勝
子
円
」

「
地
黄
丸
」
な
ど
の
商
品
名

を
も
っ
た
。
ま
た
合
薬
は
売
薬
と
も
よ
ば
れ
、
市
販
を
目
的
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
製
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
薬
種
屋
で
薬
種
（
薬
の

材
料
〉
の
販
売
の
ほ
か
に
必
要
に
応
じ
て
お
こ
な
わ
れ
た
調
剤
と
は
区
別
さ
れ
る
。
近
世
に
お
い
て
は
富
山
や
大
和
な
ど
の
行
商
に
よ

る
配
置
売
薬
が
有
名
で
あ
る
が
、
な
か
で
も
富
山
売
薬
は
領
主
の
保
護
奨
励
を
う
け
て
行
商
圏
を
全
国
に
拡
大
し
、

降
大
き
く
発
展
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
配
置
売
薬
も
享
保
期
前
後
か
ら
幕
末
に
か
け
て
発
展
を
と
げ
て
い
お
山

一
八
世
紀
後
半
以

1 

一
方
山
中
浩
之
氏
は
河
内
の
在
郷
町
地
域
を
倒
と
し
て
近
世
の
地
域
医
療
の
展
開
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
医
療
へ
の
関
心
や
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意
識
が
地
域
内
部
で
高
ま
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
人
世
紀
以
降
医
家
の
形
成
や
医
療
活
動
の
展
開
が
当
地
域
に
み
ら
れ
た
。
ま
た
同

時
に
薬
の
需
要
の
増
加
に
対
応
し
て
薬
種
屋
・
合
薬
屋
が
多
く
存
在
し
、
特
に
合
薬
屋
は
庶
民
の
医
療
に
直
接
関
わ
っ
て
い
た
と
さ
れ

一
剣
山
こ
の
よ
う
な
医
療
文
化
の
一
般
へ
の
普
及
を
と
お
し
て
、
近
世
中
後
期
に
は
江
戸
・
大
坂
そ
の
他
の
地
域
で
合
薬
屋
の
増
加
が
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
本
論
で
は
一
八
世
紀
後
半
に
合
薬
屋
が
量
的
発
展
を
み
せ
て
い
た
大
坂
に
お
い
て
、
市
中
・
在
方
の
合
薬
屋
の

事
例
を
も
と
に
合
薬
の
生
産
と
流
通
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

薬
種
屋
・
合
薬
屋
の
増
加
と
組
織
化

大
坂
市
中
と
在
方
の
薬
種
屋
・
合
薬
屋
の
存
在
が
把
握
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
一
八
世
紀
後
半
で
あ
る
。
こ
の
頃
長
崎
か
ら
大
坂

・
京
都
方
面
へ
い
た
る
唐
物
の
取
引
経
路
に
抜
荷
に
よ
る
不
正
流
通
が
増
加
は
v

安
永
八
（
一
七
七
九
）
年
九
月
幕
府
は
従
来
の
唐
物

の
取
締
体
制
を
再
編
し
た
。
大
坂
の
本
商
人
・
唐
薬
問
屋
・
道
修
町
薬
種
中
買
仲
間
か
ら
任
命
し
た
取
締
役
の
監
督
下
に
、
唐
反
物
間

屋
・
薩
摩
定
問
屋
を
は
じ
め
と
す
る
唐
物
関
連
商
人
の
仲
間
が
お
か
れ
、
不
正
荷
物
の
取
締
を
目
的
と
す
る
流
通
統
制
を
お
こ
な
っ
た
。

こ
の
と
き
大
坂
市
中
お
よ
び
摂
津
・
河
内
在
方
の
薬
種
屋
・
合
薬
屋
も
そ
れ
ぞ
れ
市
中
株
・
在
方
株
に
組
織
化
さ
れ
、
取
締
役
の
統
制

下
に
お
か
れ
た
の
で
あ
幻
w

こ
れ
ま
で
在
方
の
薬
種
屋
・
合
薬
屋
株
の
名
称
と
位
置
に
つ
い
て
は
平
野
軒
町
外
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
の
で
図
1
に
示
し
協
組
の
名
称
は
天
明
六
三
七
八
九
〉
年
段
階
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
以
下
検
討
し
た
い
。

町
続
在
領
の
村
々
に
は
天
王
寺
、
北
野
・
福
嶋
、
九
条
の
三
組
が
成
立
し
た
。
市
中
に
近
い
こ
の
地
域
で
は
薬
種
・
合
薬
の
供
給
を

必
ず
し
も
市
中
の
業
者
に
依
存
せ
ず
、
薬
種
屋
・
合
薬
屋
が
独
立
し
て
存
在
し
て
い
た
状
況
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
摂
津
の
北
部
に
は

伊
丹
、
池
田
、
小
曽
根
、
多
国
ハ
能
勢
）
、
三
回
、
高
槻
・
茨
木
、
摂
津
西
部
の
沿
岸
地
域
に
は
兵
庫
、
御
影
、
西
宮
、
尼
崎
の
各
組
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が
編
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
摂
津
平
野
郷

町
を
中
心
と
し
河
内
南
部
ま
で
領
域
と

す
る
、
在
方
株
の
な
か
で
は
最
大
規
模

の
平
野
組
が
あ
っ
た
。
ま
た
北
河
内
に

は
三
矢
組
が
あ
り
、
合
計
十
五
組
と
な

っ
て
い
る
。

天
明
六
年
に
在
方
株
は
幕
府
払
い
下

げ
の
御
種
人
参
の
購
入
を
組
ご
と
に
請

け
負
っ
て
お
り
、
そ
の
記
録
「
天
明
六

人年
数午
が在
記方
さ組
れ御
て種
い請
るす負
。〉数
す」
なに
わ各
ち組
天の

王
寺
組
五
二
人
、
北
野
・
福
嶋
組
三
六

高
槻
・
茨
木
組
二
二
人
、
伊
丹
組
一
六
「
軒
」
、
池
田
組
二

O
人
、
小
曽
根
組
一
二
人
、
三
田
組
一

O
人
、
多
田
組
一
一
一
人
〈
た
だ
し

人
、
九
条
組
一
一
人
、
平
野
組
五
五
人
、

兵
庫
・
御
影
・
西
宮
・
尼
崎
は
記
載
な
し
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
在
方
株
へ
の
組
織
化
の
前
提
と
し
て
、
当
時
摂
津
・
河
内

3 

の
在
方
で
薬
種
屋
・
合
薬
屋
が
地
域
ご
と
に
組
織
化
で
き
る
程
度
に
増
加
し
て
い
た
状
況
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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合
薬
の
生
産
と
流
通

I 

在
方
の
合
薬
屋

こ
こ
で
は
摂
津
在
方
の
合
薬
屋
に
つ
い
て
、
池
田
村
の
竹
野
屋
理
右
衛
門
店
・
南
万
根
山
村
の
上
西
家
・
平
野
郷
町
の
土
橋
家
を
例

に
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
池
田
村
の
竹
野
屋
（
黒
松
家
）
は
幕
末
ま
で
池
田
組
の
改
役
を
つ
と
め
た
家
で
あ
る
。
安

永
四
（
一
七
七
五
）
年
に
初
め
て
看
板
を
大
坂
に
注
文
し
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
頃
の
開
業
と
さ
れ
て
い
る
が
、
当
家
史
料
中
最
も
古

い
『
薬
種
類
改
牒
』
は
寛
保
三
（
一
七
四
一
二
）
年
一

O
月
の
作
成
で
あ
り
、
開
業
の
時
期
は
遅
く
と
も
こ
の
前
後
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
竹
野
屋
は
当
家
の
池
田
組
関
係
史
料
で
は
「
薬
種
屋
」
と
な
っ
て
お
り
、
薬
種
の
販
売
の
ほ
か
に
家
伝
の
保
生
散
な
ど
の
合
薬

の
生
産
・
販
売
も
お
こ
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
竹
野
屋
の
例
を
中
心
に
、
合
薬
屋
の
活
動
を
①
薬
種
の
仕
入
れ
、
②
合
薬
の
生
産
、

＠
販
売
の
三
部
門
に
区
分
し
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

①
薬
種
の
仕
入
れ

竹
野
屋
に
数
点
ほ
ど
残
る
「
買
い
注
文
さ
し
」

（
幕
末

1
明
治
初
期
）
は
、
薬
種
そ
の
他
の
注
文
に
お
い
て
つ
く
ら
れ
た
仕
切
書
を

年
ご
と
に
騒
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
史
料
に
よ
れ
ば
薬
種
の
仕
入
れ
先
は
道
修
町
の
近
江
屋
忠
右
衛
門
、
南
久
宝
寺
町
の
薬
種
仕
入

所
和
泉
屋
治
助
ほ
か
数
軒
に
わ
た
り
、

い
ず
れ
も
大
坂
市
中
の
業
者
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
最
も
固
定
的
な
取
引
関
係
に
あ
る
近
江
屋

忠
右
衛
門
は
道
修
町
薬
種
中
買
仲
間
の
一
員
で
あ
る
。
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
版
『
浪
花
買
物
独
案
内
』
に
は
「
諸
国
薬
種
積
下
シ

（ロ）

問
屋
」
と
あ
る
よ
う
に
、
全
国
各
地
へ
薬
種
を
積
み
送
る
一
方
で
、
竹
野
屋
の
よ
う
な
摂
津
在
方
の
薬
種
屋
・
合
薬
屋
と
も
直
接
の
取

引
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
市
中
の
薬
種
業
者
は
竹
野
屋
の
注
文
に
応
じ
て
そ
の
つ
ど
荷
物
を
送
付
し
て
お
り
、
な
か
で
も



近
江
屋
は
求
め
が
あ
れ
ば
薬
種
の
相
場
書
を
作
成
し
て
送
り
、
検
討
さ
せ
た
う
え
で
注
文
を
受
け
て
い
た
。
竹
野
屋
と
薬
種
業
者
と
の

聞
の
取
引
関
係
は
、
竹
野
屋
の
方
で
も
複
数
の
買
い
入
れ
先
を
持
っ
て
お
り
相
互
に
対
等
で
あ
っ
た
。

注
文
し
た
荷
物
が
竹
野
屋
に
送
ら
れ
る
と
、
そ
の
内
容
・
代
銀
を
通
知
し
た
仕
切
書
も
渡
さ
れ
た
。
近
江
屋
と
の
聞
で
は
代
銀
の
決

済
は
盆
前
と
一
一
一
月
を
支
払
月
と
す
る
二
季
の
延
売
買
（
掛
売
買
〉
方
法
を
と
っ
て
い
る
（
こ
こ
で
は
現
銀
払
い
と
手
形
払
い
が
併
用

支
払
月
に
な
る
と
近
江
屋
は
手
代
に
猷
般
を
持
た
せ
て
竹
野
屋
に
差
し
向
け
、
決
済
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
う
し
た
延

さ
れ
て
い
た
）
。

近世中後期における合薬流通

売
買
は
、
竹
野
屋
の
よ
う
な
在
方
の
薬
種
屋
あ
る
い
は
合
薬
屋
に
と
っ
て
資
金
の
準
備
が
あ
ま
り
な
く
て
も
営
業
が
で
き
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
ま
た
近
江
屋
に
と
っ
て
、
か
か
る
竹
野
屋
へ
の
信
用
供
与
は
、
竹
野
屋
の
薬
種
買
い
入
れ
に
対
し
て
便
宜
を
は
か
り
両
者

聞
の
取
引
を
固
定
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
一
明

ま
た
ほ
か
に
竹
野
屋
で
は
絵
具
類
（
合
薬
の
調
合
に
も
用
い
ら
れ
る
）
・
紙
・
沈
香
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
大
坂
の
絵
具
屋
清
兵
衛
、
壷

屋
直
次
郎
（
甚
助
〉
、
沈
呑
屋
作
五
郎
か
ら
仕
入
れ
て
い
る
。
竹
野
屋
で
は
薬
種
屋
・
合
薬
屋
の
兼
業
だ
け
で
は
な
く
、
村
方
で
の
需

要
に
対
応
し
て
雑
貨
屋
的
な
役
割
（
唐
物
に
関
係
す
る
範
囲
で
の
）
も
果
た
し
て
い
た
。

②
合
薬
の
生
産

文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
の
『
丸
散
仕
込
拍
』
で
一
明
当
家
の
合
薬
（
丸
薬
・
散
薬
）
生
産
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
そ
の
品
目
は

非
常
に
多
く
保
生
散
・
五
香
湯
・
六
味
地
黄
丸
な
ど
合
計
し
て
四

O
種
余
り
で
あ
る
。
ま
た
平
野
組
改
役
土
橋
家
の
『
家
方
合
薬
目

録
』
な
ど
か
ら
も
二
十
五
種
以
上
の
自
家
製
合
薬
の
品
目
が
確
認
さ
れ
る
。
両
家
の
い
ず
れ
の
場
合
も
「
家
伝
」
と
さ
れ
る
そ
の
品
目

の
な
か
に
、
和
中
散
・
黒
丸
子
な
ど
他
家
製
造
の
「
家
伝
」
合
薬
と
同
銘
の
も
の
が
数
種
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
村
方
に
お
け
る
多

5 

様
な
需
要
へ
対
応
す
る
た
め
、
合
薬
屋
が
生
産
品
目
に
取
り
入
れ
て
い
っ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
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③
販
売

竹
野
屋
の
合
薬
・
薬
種
の
販
売
先
は
、
寛
政
九
〈
一
七
九
七
）
年
か
ら
天
保
五
（
一
八
三
回
）
年
ま
で
の
『
永
代
帳
』

の
残
銀
請
求
一
帳
）
に
よ
れ
鴫
池
田
村
を
は
じ
め
箕
面
・
能
勢
・
伊
丹
ゃ
、
三
田
・
久
代
な
ど
で
あ
り
、
池
田
村
よ
り
北
へ
一
八
キ
ロ

（
売
掛
代
銀

以
内
の
地
域
で
あ
る
。

一
方
在
方
の
合
薬
屋
が
積
極
的
に
大
坂
市
中
へ
進
出
を
は
か
っ
た
例
も
あ
る
。
平
野
土
橋
家
の
家
方
の
百
解
湯

の
効
能
書
に
は
「
出
店
大
坂
備
後
町
五
丁
目
せ
ん
だ
ん
の
木
筋
」
と
あ
犯
出
店
に
よ
っ
て
当
家
の
合
薬
を
市
中
に
売
り
広
め
て
い
た
o

次
に
摂
津
南
刀
根
山
村
の
合
薬
屋
上
西
家
の
翁
丸
を
例
に
考
え
て
み
よ
う
。

私
弟
半
兵
衛
議
、
御
当
地
淡
路
町
三
丁
目
ニ
テ
座
敷
借
受
売
薬
渡
世
仕
候
処
、
不
相
応
ノ
将
束
仕
リ
売
歩
行
候
－
一
付
、
被
召
捕
御

吟
味
御
座
候
、
依
之
私
被
召
出
御
尋
御
座
候
、
右
売
薬
翁
丸
之
儀
、
則
私
親
隣
庵
薬
種
株
御
免
奉
調
調
印
仕
候
、
先
年
ヨ
リ
村
方

ニ
テ
売
弘
罷
在
候
処
、
比
度
弟
御
当
札
か
当
配
為
弘
売
歩
行
候
、
力
売
附
之
節
、
あ
い
そ
と
存
じ
小
切
印
紙
差
遣
候
段
、
右
印
紙
ハ

何
レ
ニ
テ
相
認
メ
何
ナ
ル
書
物
一
一
有
之
候
哉
御
尋
御
座
候
、
右
小
紙
ハ
駿
台
雑
話
ト
申
書
本
ニ
有
之
、
不
相
応
ノ
将
束
仕
候
儀
者
、

私
儀
ハ
在
方
－
一
罷
在
、
殊
ニ
御
当
地
へ
罷
出
候
ニ
テ
珊
モ
無
御
座
候
故
一
切
不
奉
存
候
、
乍
併
兼
テ
ノ
申
付
方
不
行
届
之
儀
不
調

法
奉
恐
入
候
、
右
之
段
御
尋
ニ
付
乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候
、
以
上

寛
政
三
戊

摂
川
豊
島
郡
南
万
根
山
村

五
月
九
日

上
西
正
育

年
寄

新

次

郎



御

奉

行

様

公

mu

上
西
家
は
宝
暦
元
（
一
七
五
一
）
年
に
創
業
し
、
胸
腹
一
切
の
薬
翁
丸
（
別
名
は
ら
は
ら
薬
〉
を
製
し
た
。
創
業
者
隣
庵
は
医
家
で

あ
一
律
合
薬
屋
株
も
所
持
し
て
い
た
。
右
の
史
料
で
は
当
初
は
も
っ
ぱ
ら
村
方
に
お
い
て
翁
丸
を
販
売
し
て
い
た
が
、
寛
政
二
年
頃
隣

庵
の
息
子
半
兵
衛
が
淡
路
町
三
丁
目
に
出
店
を
設
け
、
そ
こ
を
拠
点
と
し
て
市
中
で
行
商
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

上
西
家
は
南
万
根
山
村
で
は
医
家
を
営
ん
で
お
り
、
村
方
で
行
商
販
売
を
お
こ
な
っ
て
い
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。
た
だ
大
坂
市
中
へ
進

近世中後期における合薬流通

出
す
る
に
あ
た
り
、
こ
の
よ
う
な
積
極
的
な
販
売
方
法
を
と
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
都
市
で
は
こ
う
い
っ
た
パ
フ
ォ

I

ハ
2
V

び
わ
よ
う
と
う
う
り

マ
γ
ス
を
と
も
な
う
路
上
で
の
合
薬
行
商
は
比
較
的
多
く
、
ほ
か
に
も
京
・
大
坂
の
市
街
で
夏
の
風
物
と
な
っ
て
い
た
枇
把
葉
湯
売
・

ぜ

さ

い

う

り

ハ

忽

）

是
斎
売
ハ
と
も
に
消
暑
の
散
薬
）
の
例
が
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
行
商
時
の
装
束
と
配
布
の
「
小
切
紙
」
が
「
御
時
節
柄
不
相
応
」
（
寛
政
改
革
と
の
関
連
か
）
と
し
て
大
坂
町
奉
行
所
に

門
川

av

答
め
ら
れ
て
お

MV
こ
の
後
町
奉
行
所
か
ら
は
「
売
薬
弘
ノ
義
目
立
不
申
様
い
た
し
、
売
弘
之
義
者
勝
手
次
第
可
仕
旨
」
と
さ
れ
た
。

在
方
合
薬
屋
に
よ
る
大
坂
市
中
へ
の
行
商
は
公
認
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
薬
種
屋
・
合
薬
屋
株
の
設
置
は
、
商
品
販
売

圏
の
地
域
的
限
定
を
意
味
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
約
四

O
年
後
の
天
保
三
年
に
は
出
店
は
「
天
満
天
神
橋
ぷ
二
丁
北
」
と

ハ

rs

な
っ
て
お
り
、
同
所
で
の
翁
丸
販
売
の
広
告
宣
伝
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
大
坂
市
中
へ
の
翁
丸
の
販
売
活
動
が
長
期
間
に
わ

た
り
継
続
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
在
方
合
薬
屋
の
進
出
は
市
中
の
合
薬
需
要
を
め
あ
て
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
大
坂
は

大
き
な
消
費
市
場
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

7 

以
上
、
在
方
の
合
薬
屋
の
活
動
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

一
般
に
は
周
辺
の
村
タ
を
領
域
と
し
て
販
売
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
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し
か
し
生
産
品
目
を
増
や
す
な
ど
村
方
に
お
け
る
消
費
の
量
的
限
界
に
対
処
せ
ん
と
す
る
む
き
も
あ
り
、
経
営
の
維
持
や
拡
大
の
た
め

の
努
力
も
し
て
い
た
。
ま
た
販
売
領
域
の
拡
大
を
め
ざ
し
て
大
坂
市
中
へ
の
進
出
を
は
か
つ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
必
ず
し
も
在
方
合

薬
屋
の
活
動
は
村
方
に
お
い
て
完
結
し
て
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

2 

大
坂
市
中
の
合
薬
屋

安
永
八
年
以
降
市
中
の
薬
種
屋
・
合
薬
屋
も
す
べ
て
株
加
入
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
そ
の
具
体
的
な
姿
は
史
料
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の

で
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
大
坂
市
中
の
合
薬
庫
に
お
け
る
合
薬
の
生
産
と
流
通
を
、
吉
野
五
運
店
を
例
に
検
討
す
る
。
当

（お）

店
で
は
享
保
期
よ
り
人
参
三
臓
円
を
製
し
、
大
坂
鰻
谷
三
休
橋
付
近
で
営
業
し
て
い
た
。

①
原
料
薬
種
の
調
達
と
生
産
に
つ
い
て

吉
野
五
運
店
は
合
薬
屋
を
専
業
と
し
て
い
た
。
市
中
の
合
薬
屋
で
は
一
般
に
近
隣
の
（
市
中
〉
薬
種
屋
か
ら
原
料
薬
種
を
購
入
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
当
店
で
は
薬
種
の
生
産
地
と
の
直
接
の
提
携
関
係
も
あ
り
注
目
さ
れ
る
。

和
茄
慈
恩
寺
村
慈
応
屋
長
二
郎
散
見
へ
ら
れ
、
二
三
年
此
方
段
不
作
－
一
付
慈
黄
格
別
直
上
ゲ
仕
候
一
一
付
、
元
直
段
よ
り
壱
斤
－
一
付

（
宛
カ
）

銀
壱
歩
ぷ
五
歩
口
直
上
ゲ
致
し
く
れ
侯
様
頼
一
一
参
り
申
候
得
共
、
覚
兵
衛
一
応
勘
弁
仕
置
候
様
申
置
候
得
者
、

（
「
候
」
脱
カ
）

留
被
成
候
由
ニ
得
者
、
其
節
返
事
可
致
候
条

一
両
日
当
地
一
一
逗

右
の
史
料
を
み
る
と
、
天
保
一

O
年
三
月
和
州
（
大
和
国
）
慈
思
寺
村
の
慈
応
屋
長
二
郎
と
い
う
者
が
吉
野
五
運
店
ま
で
や
っ
て
き

て
、
近
年
不
作
に
つ
き
地
黄
の
価
格
が
上
が
っ
て
い
る
た
め
「
元
直
段
」

（幻）

て
ほ
し
い
と
頼
ん
で
い
る
。

（
従
来
の
吉
野
五
運
店
の
地
貰
購
入
直
段
）
よ
り
値
上
げ
し



円

mv

大
和
は
和
薬
種
の
産
地
で
あ
り
地
貰
な
ど
数
種
の
薬
草
を
産
出
し
て
い
た
。
慈
応
屋
長
二
郎
は
そ
の
屋
号
と
扱
う
地
寅
か
ら
み
て
も
、

現
地
で
地
黄
の
生
産
ハ
採
集
）
も
し
く
は
集
荷
に
携
わ
る
業
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
吉
野
五
運
店
が
生
産
地
業
者
か
ら
原
料
薬

種
を
直
接
買
い
入
れ
る
こ
と
は
、
中
開
業
者
の
省
略
に
よ
る
原
料
薬
種
の
調
達
経
路
の
合
理
化
を
意
味
し
て
お
り
、
結
果
そ
の
購
入
価

格
を
低
く
抑
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
吉
野
五
運
店
が
生
産
地
か
ら
薬
種
を
一
括
購
入
で
き
る
程
度
の
資
金
力
を
有
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
右
史
料
の
よ
う
に
地
貰
の
価
格
決
定
権
は
吉
野
五
運
店
に
あ
り
、
生
産
地
の
業
者
に
対
し
て
優
位
な
取

近世中後期における合薬流通

引
関
係
を
形
成
し
て
い
た
。

②
販
売

市
中
合
薬
屋
の
営
業
状
況
は
当
時
の
「
買
物
案
内
」
に
よ
っ
て
詳
細
に
み
る
こ
と
が
で
き
一
明
そ
こ
で
は
出
店
や
売
弘
所
、
取
次
に

ハ
却
〉

よ
る
販
売
が
多
く
み
ら
れ
る
。
吉
野
五
運
店
は
一
九
世
紀
の
初
め
ま
で
に
江
戸
・
京
都
に
出
店
に
よ
る
進
出
を
果
た
し
て
お
り
、
出
店

が
当
地
で
の
合
薬
販
売
の
重
要
拠
点
と
な
っ
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
広
域
的
で
、
か
つ
地
方
の
細
部
に
ま
で

及
ぶ
よ
う
な
流
通
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
取
次
に
よ
る
販
売
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
売
弘
所
に
つ
い
て
は
後
で
説
明
す
る
こ

と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
取
次
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
取
次
と
は
注
文
を
う
け
て
合
薬
屋
よ
り
合
薬
を
預
か
り
、
そ
の
販
売
を
代

行
し
て
口
銭
を
得
る
も
の
で
あ
る
。

先
述
の
よ
う
に
安
永
八
年
に
大
坂
市
中
お
よ
び
在
方
の
薬
種
屋
・
合
薬
屋
が
株
仲
間
に
編
成
さ
れ
た
こ
と
を
う
け
、
翌
九
（
一
七
八

9 

O
）
年
四
月
に
は
各
町
へ
達
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
無
株
営
業
者
の
取
締
を
目
的
と
し
、
町
ご
と
に
薬
種
屋
・
合
薬
屋
・
「
器
商
売
人
」

ハ
g
v

（
取
次
人
）
の
名
前
を
書
き
出
さ
せ
、
惣
年
寄
へ
の
提
出
を
命
じ
た
。
そ
の
結
果
町
に
よ
っ
て
は
、
合
薬
の
「
受
売
之
者
」
に
対
し
無

株
を
理
由
に
そ
の
業
務
を
停
止
さ
せ
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
ハ
左
史
料
、
同
年
七
月
口
達
〉
。
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一
、
此
節
株
入
不
致
侯
薬
種
屋
合
薬
屋
之
者
其
外
受
売
之
者
迄
名
前
相
札
候
処
、
心
得
違
候
丁
々
も
有
之
、
右
合
薬
丸
・
散
・
膏

（
「
候
」
脱
カ
〉

薬
之
類
受
売
致
候
者
も
株
入
不
致
候
ハ
、
請
売
之
儀
不
相
成
候
趣
を
申
問
、
請
売
相
止
さ
せ
丁
々
も
有
之
候
－
一
付
、
右
薬
種
向
々

受
売
之
者
へ
差
遣
候
薬
種
屋
共
、
商
売
方
差
支
難
渋
之
旨
申
立
候
、
右
受
売
之
者
差
構
無
之
候
問
、
受
売
看
板
等
勝
手
次
第
可
差

出
候
、
此
段
町
々
ニ
て
心
得
違
無
之
様
、
寄
々
可
申
聞
候
事
、

右
史
料
の
「
合
薬
丸
・
散
・
膏
薬
之
類
受
売
致
候
者
」
と
は
合
薬
の
委
託
販
売
を
お
こ
な
う
取
次
人
を
さ
す
。

「
薬
種
屋
共
」

（合

薬
屋
と
混
同
さ
れ
て
い
る
）
は
受
売
（
取
次
販
売
〉
を
停
止
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
商
売
方
の
差
支
と
な
る
と
主
張
し
て
お
り
、

一
八
世

紀
後
半
に
は
大
坂
市
中
の
合
薬
屋
に
と
っ
て
取
次
に
よ
る
販
売
が
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
合
薬
屋

の
訴
え
は
受
け
入
れ
ら
れ
、
受
売
の
者
の
株
加
入
は
不
要
、
受
売
の
委
託
お
よ
び
営
業
は
勝
手
次
第
と
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
当
時
の
幕
府
に
よ
る
唐
物
取
締
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
お
り
、
合
薬
取
次
人
は
唐
薬
種
の
不
正
流
通
に
直
接
関
係

す
る
危
険
性
が
な
い
こ
と
、
ま
た
調
合
元
の
合
薬
屋
が
株
と
し
て
統
制
を
う
け
て
い
る
こ
と
か
ら
合
薬
取
次
人
の
株
に
よ
る
把
握
・
統

制
が
無
用
と
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
合
薬
屋
に
お
け
る
取
次
販
売
の
現
状
が
幕
府
に
理
解
さ
れ
、
自
由
な
取

次
設
置
を
容
認
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

円

m
品
》

吉
野
五
運
店
で
も
取
次
に
よ
る
合
薬
の
委
託
版
売
を
行
っ
て
い
る
。

a 

摂
州
室
津
吉
田
屋
久
治
郎
殿
と
申
候
人
御
薬
取
次
い
た
し
度
由
被
仰
開
候
、
主
先
年
同
所
薩
摩
屋
文
五
郎
と
申
方
取
次
い
た

し
看
板
御
預
ケ
申
置
候
得
共
、
と
ん
と
御
注
文
も
無
之
－
一
付
同
人
ニ
相
尋
申
候
処
、
薩
摩
屋
と
申
方
最
早
七
八
年
跡
2
ひ
っ

そ
く
之
由
被
仰
候
問
、
同
人
方
－
一
御
座
候
看
板
御
受
被
下
候
様
申
上
候
処
早
速
御
承
引
被
下
候
ニ
付
、
御
同
人
へ
看
板
御
渡



被
下
候
様
添
書
状
相
認
メ
相
渡
申
侯

b 

「
J

・
あ
く
た
川

摂
州
高
槻
井
筒
屋
伊
兵
衛
殿
方
下
地
看
板
差
出
し
有
之
、
残
銀
壱
貫
弐
百
匁
余
り
御
座
候
処
、
此
度
問
所
大
塚
七
郎
右
衛
門

股
右
井
筒
屋
着
目
第
聴
が
い
た
し
度
由
被
仰
聞
候
－
一
付
、
則
同
人
へ
看
板
相
譲
申
候
、
相
対
出
来
展
、
引
方
弐
割
現
銀
取

引
、
至
当
地
引
受
（
以
下
略
〉

す
な
わ
ち
吉
野
五
運
店
で
は
摂
津
の
室
津
、
高
槻
に
取
次
を
お
い
て
販
売
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
右
の
史
料

a
・
b

近世中後期における合薬流通

に
み
ら
れ
る
ご
と
く
原
則
と
し
て
一
カ
所
一
取
次
で
あ
っ
た
。
史
料

a
で
は
天
保
一
一
年
八
月
、
室
津
の
吉
田
屋
久
治
郎
が
吉
野
五
運

店
へ
合
薬
の
取
次
を
申
し
出
て
い
る
。
当
地
で
は
先
年
よ
り
薩
摩
屋
文
五
郎
に
取
次
を
依
頼
し
看
板
を
預
け
て
い
た
が
注
文
が
な
く
、

問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
当
人
は
逼
塞
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
代
わ
り
に
吉
田
屋
を
取
次
と
し
、
薩
摩
屋
よ
り
吉
田
屋
へ
看
板
を

引
き
渡
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
史
料
b
（
同
年
一
一
月
）
で
は
、
高
槻
の
井
筒
屋
伊
兵
衛
よ
り
取
次
廃
業
の
申
し
出
が
あ
り
す
で
に
看
板

が
差
し
出
さ
れ
て
い
た
が
、

「
残
銀
」
壱
貫
余
が
あ
る
状
況
で
あ
る
。
こ
れ
は
吉
野
五
運
本
店
へ
の
代
銀
の
未
払
い
分
で
、
井
筒
屋
の

吉
野
五
運
店
に
対
す
る
債
務
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
井
筒
屋
よ
り
差
し
出
さ
れ
た
看
板
は
同

所
あ
く
た
川
大
塚
七
郎
右
衛
門
へ
譲
渡
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
単
な
る
取
次
の
交
代
と
し
て
み
る
の
で
は
は
な
く
、
同
時
に
新
旧
の

取
次
人
の
間
で
井
筒
屋
の
「
残
銀
」
処
理
の
問
題
も
解
決
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
い
。
大
塚
七
郎
右
衛
門
は
合
薬
の
取
次
販
売

権
を
譲
渡
さ
れ
る
か
わ
り
に
井
筒
屋
の
残
銀
を
「
引
方
弐
割
」
・
現
銀
で
吉
野
五
運
店
に
支
払
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
吉
野
五
運
店
の

方
で
も
高
槻
に
お
け
る
合
薬
の
売
上
代
銀
の
回
収
に
成
功
し
て
い
る
。
吉
野
五
運
店
で
は
取
次
は
お
そ
ら
く
室
津
・
高
槻
以
外
に
も
大

11 

坂
近
辺
の
複
数
の
地
域
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
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円
引
品
）

ま
た
左
の
史
料
は
、
天
保
一

O
年
四
月
の
当
店
合
薬
の
諸
国
売
り
広
め
の
状
況
を
示
し
て
い
る
。

一
肥
後
熊
本
直
取
次
致
度
－
一
付
、
此
度
御
屋
鋪
江
御
国
下
大
家
白
木
氏
与
申
御
方
御
登
板
ニ
付
、
覚
兵
衛
御
屋
鋪
へ
引
合
願
芳
参

候
、
尤
塩
飽
屋
最
助
殿
申
人
御
世
話
被
下
、
猶
翌
十
四
日
江
戸
堀
五
丁
目
八
郎
兵
衛
殿
御
国
一
克
ぷ
出
之
以
書
状
有
増
引
合
事
尋

被
参
候
、
則
先
方
出
之
書
面
趣
拍
御
薬
請
方
平
準
方
御
役
所
運
上
銀
何
程
、
右
平
準
方
－
一
一
問
者
弘
方
難
行
居
、
依
之
引
受
人
吉

井
長
治
郎
蔵
此
口
銭
何
程
、
尤
右
吉
井
長
治
郎
殿
肥
後
一
国
之
元
方
－
一
而
、
同
人
ぷ
又
取
次
所
江
之
口
銭
者
何
程
、
取
次
先
々

ハ
八
代
・
高
瀬
・
河
尻
・
甲
佐
・
山
鹿
・
南
之
関
・
遇
・
長
洲
・
宇
土
凡
九
ケ
所
也
、

右
本
方
井
田
一
取
次
所
者
看
板
等
者
於
御
店
御
捧
被
下
候
欺
、
熊
本
元
弘
所
者
家
根
看
板
随
分
見
事
－
一
い
た
し
度
旨
、
勢
刀
澗
其
外

一
国
引
受
之
弘
所
御
仕
法
之
見
合
を
以
御
相
談
被
下
度
候
事
、
代
銀
之
儀
者
二
季
払
又
者
御
薬
積
入
り
船
下
着
次
第
代
銀
仕
向

ヶ
、
御
薬
積
入
次
第
於
霊
元
即
渡
三
通
り
之
仕
法
或
者
即
渡
り
歩
引
何
程
、
荷
物
着
渡
何
程
、
二
季
払
何
程
と
申
事
、
右
何
れ

茂
白
木
氏
引
取
掛
馴
被
下
呉
旨
、
為
心
得
一
宗
書
一
一
し
て
持
下
り
度
由
、
代
銀
之
儀
ハ
御
屋
敷
受
之
義
者
柳
滞
候
義
ハ
無
之
候

事
、
御
薬
下
候
方
坪
入
欺
、
箱
入
与
諸
国
御
振
合
有
之
儀
ニ
而
、
委
細
御
書
附
被
仰
知
被
下
候
事
、
定
此
儀
何
れ
茂
引
合
覚
兵

衛
其
内
上
京
致
ゆ
へ
引
方
之
儀
ハ
相
分
り
不
申
、
追
而
委
敷
以
書
面
御
国
元
江
御
返
事
可
仕
事
也

す
な
わ
ち
熊
本
よ
り
吉
野
五
運
店
合
薬
の
「
直
取
次
」
を
し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
、
両
者
聞
の
引
合
で
は
そ
の
取
引
方
法
に
つ

い
て
熊
本
側
の
構
想
が
示
さ
れ
た
。
当
時
熊
本
藩
内
で
貨
殖
事
務
に
あ
た
っ
て
い
た
平
準
一
野
「
御
薬
請
方
」
に
関
わ
っ
て
い
る
。
領

内
売
り
広
め
に
対
し
て
運
上
銀
を
賦
課
す
る
ほ
か
、
実
際
の
売
り
広
め
は
吉
井
長
治
郎
を
引
受
人
と
し
て
任
じ
、
彼
を
「
肥
後
一
国
之

元
方
」
と
し
て
さ
ら
に
領
内
の
八
代
・
高
瀬
・
河
尻
以
下
九
カ
所
に
取
次
所
を
お
く
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。



熊
本
藩
で
は
寛
永
期
以
降
藩
外
商
人
の
領
内
で
の
販
売
活
動
を
規
制
し
、
地
元
商
人
の
保
護
に
つ
と
め
て
い
る
。
合
薬
の
場
合
は
富

山
・
近
江
日
野
の
行
商
人
が
領
内
に
流
入
し
て
き
て
お
り
、
他
所
合
薬
の
領
内
へ
の
持
ち
込
み
禁
令
を
数
回
に
わ
た
っ
て
出
し
て
い
た
。

そ
の
間
藩
で
は
国
産
合
薬
の
育
成
に
つ
と
め
た
が
、
質
・
量
と
も
に
藩
内
の
需
要
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
た
び
た
び
富
山
な
ど

門部〉

の
他
所
商
人
の
出
入
り
を
解
禁
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
右
史
料
の
ご
と
く
、
藩
の
方
か
ら
吉
野
五
運
店
の
合
薬
の
領
内
売
り
広
め
を

申
し
出
て
き
た
の
は
特
殊
な
例
で
あ
ろ
う
。
こ
の
前
提
と
し
て
お
そ
ら
く
、
吉
野
五
運
が
熊
本
藩
の
銀
主
ま
た
は
館
入
り
で
あ
っ
た
の

近世中後期における合薬流通

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
こ
で
は
む
し
ろ
熊
本
藩
が
吉
野
五
運
店
に
信
用
を
供
与
し
て
、
商
品
の
代
銀
支
払
い
に
お
け
る
金
融
〈
為

替
）
業
務
を
代
行
す
る
こ
と
に
目
的
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
右
史
料
で
熊
本
藩
が
吉
野
五
運
店
へ
の
代
銀
支
払
い
方
法
と
し
て
提
案
し

た
の
は
、
①
二
季
払
い
、
＠
熊
本
に
荷
物
到
着
次
第
の
支
払
い
、
③
大
坂
で
の
荷
物
積
載
時
に
大
坂
藩
邸
よ
り
即
払
い
、

の
三
通
り
で

あ
っ
た
。
そ
の
際
代
銀
額
の
歩
引
（
割
り
引
き
）
は
藩
側
の
収
益
と
な
り
、
そ
れ
は
代
銀
支
払
い
が
早
い
ほ
ど
（
①
八
②
八
＠
）
大
き

く
な
る
と
推
定
さ
れ
る
。

一
方
吉
野
五
運
店
と
し
て
は
、
藩
の
認
可
に
よ
っ
て
熊
本
領
内
に
お
け
る
合
薬
売
り
広
め
が
可
能
と
な
る
。
熊
本
藩
が
提
案
す
る
方

法
で
は
商
品
の
代
銀
を
藩
が
ま
と
め
て
払
っ
て
く
れ
る
の
で
、

ふ
つ
う
の
委
託
販
売
に
お
け
る
売
上
銀
回
収
よ
り
も
効
率
が
よ
い
。
そ

し
て
熊
本
「
一
一
国
引
受
」
の
元
方
（
大
取
次
）
の
も
と
に
小
取
次
が
寓
内
の
数
箇
所
に
設
置
さ
れ
、
地
域
市
場
に
深
く
入
り
込
ん
だ
流

通
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
熊
本
の
事
例
の
後
の
経
過
に
つ
い
て
は
史
料
の
制
約
上
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

右
史
料
に
「
勢
弱
其
外
一
国
引
受
之
弘
所
御
仕
法
之
見
合
を
以
」
と
あ
る
よ
う
に
、
吉
野
五
運
店
で
は
す
で
に
伊
勢
そ
の
他
の
国
で
も
、

同
様
の
取
次
方
法
に
よ
る
一
国
売
り
広
め
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
た
だ
し
伊
勢
国
の
場
合
は
諸
藩
の
所
領
や
天
領
が
混
在
し
て
い
る
の

13 

で
、
こ
こ
で
は
一
国
単
位
の
合
薬
取
次
の
引
受
と
熊
本
藩
の
よ
う
な
強
国
な
権
力
に
よ
る
認
可
が
必
ず
し
も
不
可
分
の
も
の
で
あ
る
と
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は
い
え
な
い
。
し
か
し
熊
本
の
事
例
の
よ
う
に
合
薬
の
取
次
販
売
が
藩
財
政
の
立
場
か
ら
着
目
さ
れ
た
こ
と
は
興
味
深
く
、
合
薬
屋
の

諸
国
へ
の
進
出
を
領
国
の
商
業
政
策
や
国
産
取
立
政
策
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
さ
ら
に
詳
し
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る。
以
上
、
大
坂
市
中
の
合
薬
屋
の
生
産
と
流
通
に
つ
い
て
吉
野
五
運
店
の
例
を
も
と
に
検
討
し
た
。
吉
野
五
運
店
は
合
薬
屋
の
専
業
で

あ
っ
て
経
営
的
に
自
立
し
て
い
る
。
当
店
の
原
料
薬
種
の
調
達
で
は
そ
の
資
金
力
に
よ
っ
て
生
産
地
業
者
と
直
接
提
携
し
、
優
位
な
取

引
関
係
を
結
ん
で
い
た
。
ま
た
吉
野
五
運
店
で
は
摂
津
の
在
方
や
諸
国
に
取
次
を
設
置
し
て
合
薬
の
委
託
販
売
を
お
こ
な
い
、
販
路
を

全
国
的
に
拡
大
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
。
第
三
章
で
も
述
べ
る
よ
う
に
、
近
世
後
期
に
は
合
薬
屋
で
は
取
次
に
よ
る
販
売
委
託

が
多
く
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
吉
野
五
運
店
の
例
に
よ
っ
て
そ
の
様
子
が
あ
る
程
度
明
ら
か
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

合
薬
の
流
通
の
全
国
的
展
開

こ
こ
で
は
合
薬
流
通
に
お
け
る
流
通
機
構
の
形
成
と
全
国
的
展
開
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
考
察
の
材
料
と
し
て
江
戸
・
大

（
訂
）

坂
・
京
都
で
文
政
期
以
降
発
行
さ
れ
た
『
江
戸
買
物
独
案
内
』
な
ど
の
刊
行
史
料
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
商
品
購
入
の
た
め
の
案
内
書
で

あ
る
と
同
時
に
、
消
費
者
に
対
す
る
店
や
商
品
の
宣
伝
広
告
と
い
う
積
極
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
衣
・
食
そ
の
ほ
か
多
く
の
品
目

に
わ
た
っ
て
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
合
薬
は
特
に
多
い
。
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
合
薬
屋
の
な
か
か
ら
本
店
（
本
家
調
合
一
克
）
以

外
に
出
店
や
取
次
を
設
け
て
い
る
も
の
を
抽
出
し
、
出
店
・
取
次
の
所
在
と
軒
数
を
一
部
し
流
通
拡
大
の
め
や
す
と
し
た
（
表

1
1
①

ー
④
の
時
期
を
と
お
し
て
流
通
機
構
に
拡
大
が
み
ら
れ
な
い
合
薬
屋
は
軒
数
が
多
い
が
省
略
し
た
。
ま
た
抽
出
し
た
も
の
で
も
主
要
都

市
の
取
次
の
み
を
掲
載
し
て
い
た
り
、

「
取
次
所
諸
国
御
城
下
津
々
浦
々
ユ
御
座
候
」
と
掲
載
を
一
部
簡
略
化
し
て
い
た
り
す
る
の
で
、
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【表 1】 合薬屋の進出

．・本家調合所のみ記載の場合 。：出店 女：売弘または取次

数字：出店／取次数

①文政7 ②天保3 ③弘化3 ④嘉永4
本家調合所売薬名 (1824) (1832) (1846) (1851) 

吉野五運人参ニ繍円く〉江戸l 。尽l
4’ ＊京l法橋五山人参三臓円。江戸l

福原氏 しゃくの妙薬 。京1女江戸2

津氏 神仙E勝子円女江戸l
4’ 4’ 小山・忠氏ひぜん湯薬。江戸4 く〉京・江戸各l。京・江戸各l

小山・重氏ひぜん湯薬 。京・江戸各1• 
農人橋人参龍娘肉円 。京・江戸各1

同上ひえしつ切大妙薬 女江戸1

大心斎橋 天方長久丸宮崎江戸l

小田氏 天寿補元丹安江戸l
若林氏神仙巨勝子円安江戸1

4’ ． 安土町人参痛症円他 安江戸・広島~1

I松向屋上町 天ー坊 女江戸l
人参百中湯 。京l

備後町 小児龍子丸 ＊京・江戸・仙 女京・江戸・名

台他5ケ所各l古屋他2ケ所各1

南久宝寺町 天明脂。江戸l
4’ 坂向上 消毒調中円 女京l

南久太郎町信寿玉音量円他 。江戸l
道修町堺筋 不老長寿Fモ 。京・江戸各l

道修町 疾薬奇明散 ＊京1

江戸堀 一宝龍子円 女京・江戸・名古屋各1I 
向上りんびゃうせうかつ根切 安江戸5

京町堀 人参五臓円 女江戸1

長堀 浮病の妙薬 安江戸l
安堂寺町ち、のたる薬 女京・江戸・名

古屋他2ケ所各l

淡路町 人参参乗円 く〉江戸1

小西氏 調中蘇命散 ＊京l 女京1

伏見町 朝鮮人参円女江戸l
実兵庫津湊町首より上の薬大江戸2

向上 菊花膏決江戸l
津兵庫津 II慎気湯女江戸1
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① ② ③ ④ 
摂向上 メデセイン。江戸l
陣南万根山村 翁丸 ＊大坂l
阿内古市郡駒谷必中円他 女大坂］
堺 奈良屋抱龍丸 。域l
陣日堺大小路 人参夜苓湯 。京1育大坂・。京I＊大坂・

江戸各l 江戸各I
｜泉堺九関町人参夜苓湯 女京1
堺浅井氏 牛糞丸 。大坂1
理磨姫路西海堂竜王湯 。大坂1
蒲中玉島湊六根清浄円 ＊大坂1
結後福山煩気養フE酒他 。大坂1
阿波伊沢氏 活寿丸 ＊大坂1
水口 店気ーふく湯育江戸・仙台！
bli －信州各1
伊吹山 神教丸女江戸l
臼野正野氏神農感応jJ 女大坂1 。大坂l
日野松山氏 肝涼円 女大坂1
江湖東位田 安息円 。京・江戸各I＊大坂1I 
甲賀郡和田 天元子 。京1
東屋町 雨森無二膏 女大坂1

4’ 堀氏 肝涼円女江戸1 。大坂1
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京植村氏 御万病円＊江戸l 。江戸2 。江戸2
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ろめいさん く〉江戸・大坂各l
邑氏 しつくすり ＊江戸・大坂他

2ケ所各l
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そ
れ
ら
の
点
は
考
慮
さ
れ
た
い
。

ま
ず
出
店
は
合
薬
屋
に
お
け
る
他
地
域
進
出
の
基
本
的
な
形
態
で
あ
る
と
い
え
る
。
表
ー
の
よ
う
に
江
戸
や
大
坂
・
京
都
の
三
都
へ

の
進
出
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
だ
い
た
い
一
地
域
に
一
軒
ず
つ
の
設
置
で
あ
る
が
、
大
坂
の
小
山
忠
兵
衛
店
（
ひ
ぜ
ん
湯
薬
）
で
は
江
戸

に
出
店
を
四
軒
設
け
た
（
表
1
・
①
）
。
そ
の
う
ち
の
「
両
国
米
沢
町
一
丁
目
」
は
②
・
③
の
大
坂
の
買
物
案
内
に
も
掲
載
さ
れ
幕
末

ま
で
継
続
し
て
い
る
。
出
店
は
京
都
に
も
一
軒
設
け
ら
れ
、
当
店
の
江
戸
・
京
都
進
出
は
長
期
間
に
わ
た
り
一
応
の
成
功
と
継
続
を
み

た
と
い
え
る
。
た
だ
し
こ
の
よ
う
に
遠
隔
地
に
出
店
を
設
置
・
維
持
で
き
る
の
は
、
あ
る
程
度
の
経
済
力
を
も
っ
た
合
薬
屋
に
限
ら
れ

て
く
る
だ
ろ
う
。
表
ー
で
は
売
弘
所
や
取
次
の
設
置
に
よ
る
他
地
域
進
出
が
多
く
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
り
、 そ
の
う
ち
売
弘
所
は
現
地
で
の
合
薬
売
り
広
め
の
拠
点
で
、
当
地
で
の
宣
伝
や
信
用
保
持
に
関
す
る
責
任
を
本
店
に
対
し
て
持
っ
て

し
た
が
っ
て
本
店
に
関
係
す
る
商
人
が
ま
か
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
は
販
売
の
委
託
と
い
う
共
通
点
を
も
っ
て
取
次
の
一
形

態
と
し
て
扱
う
。
取
次
は
、
先
に
検
討
し
た
吉
野
五
運
店
の
例
で
は
当
店
よ
り
依
頼
す
る
の
で
は
な
く
志
望
者
が
申
し
出
て
く
る
状
況

で
あ
っ
た
。
資
金
の
準
備
が
い
ら
ず
委
託
販
売
を
も
っ
て
口
銭
が
得
ら
れ
る
の
で
、
引
き
受
け
や
す
い
業
務
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

和
歌
山
で
は
慶
応
ニ
（
一
八
六
六
）
年
頃
に
は
他
国
合
薬
の
取
次
が
「
職
外
之
家
々
」
に
お
い
て
多
く
な
り
、
同
職
（
合
薬
屋
）
で
他

（
伺
）

国
の
合
薬
を
取
り
次
ぐ
者
と
「
職
外
」
の
取
次
と
が
混
在
し
て
い
た
状
況
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
明
治
に
は
い
る
と
大
坂
で
は
取
次
に

よ
る
委
託
販
売
が
本
格
化
し
て
お
犯
明
治
以
後
も
池
田
で
薬
舗
を
続
け
て
い
た
竹
野
屋
で
も
、
他
店
製
の
合
薬
を
多
数
取
り
次
い
で

い
る
（
吉
野
五
運
店
の
人
参
三
臓
円
な
ど
）
。
こ
れ
は
近
世
の
在
方
の
薬
種
屋
・
合
薬
屋
に
よ
る
合
薬
取
次
が
発
展
し
た
状
況
で
あ
る

と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
取
次
の
在
地
で
の
実
態
に
つ
い
て
は
今
後
解
明
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
取
次
人
は
基
本
的
に
は
現
地
の
人
間
で
あ
る
。
吉
野
五
運
店
の
摂
津
在
方
の
例
で
は
一
カ
所
一
取
次
の
原
則
を
も
っ
て
当
地
の



人
聞
に
委
託
し
、

ま
た
熊
本
の
例
で
は
一
国
単
位
で
－
請
け
負
う
現
地
の
一
万
取
次
人
と
そ
の
下
の
複
数
の
取
次
に
よ
っ
て
、
地
域
市
場
に

よ
り
深
く
入
り
込
ん
だ
合
薬
流
通
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

た
だ
し
取
次
人
の
独
自
な
行
動
形
態
に
よ
っ
て
、
広
域
的
な
流
通
が
実
現
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
近
江
日
野
の
合
薬
を
例
と
し
ょ

ぅ
。
当
地
合
薬
は
正
野
氏
製
の
神
農
感
応
丸
が
有
名
で
あ
り
、
日
野
商
人
の
行
商
に
よ
っ
て
諸
国
に
販
売
さ
れ
る
ほ
か
、
京
・
江
戸
・

大
坂
に
も
取
次
を
お
い
て
い
時
ω

安
永
二
（
一
七
七
一
二
）
年
八
月
、

「
松
前
商
人
」
西
川
伝
兵
衛
が
松
前
で
の
正
野
氏
合
薬
の
取
次
販

近世中後期における合薬流通

売
権
を
め
ぐ
り
、
大
坂
の
近
江
屋
太
右
衛
門
と
日
野
屋
惣
五
郎
の
両
名
を
松
前
藩
に
訴
え
た
。
西
川
伝
兵
衛
は
元
禄
年
間
三
六
八
八

ー
一
七

O
四
）
よ
り
当
藩
か
ら
領
内
一
手
の
取
次
販
売
の
権
利
を
得
て
い
た
の
だ
が
、
宝
暦
四
（
一
七
五
四
）
年
以
降
大
坂
の
両
名
が

当
薬
を
松
前
に
送
り
販
売
を
始
め
た
た
め
、
自
己
の
既
得
権
の
保
護
と
両
者
の
販
売
停
止
を
願
い
出
た
の
で
あ
碍
ω

そ
の
後
訴
え
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
か
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
は
近
江
八
幡
出
身
の
商
人
で
、
松
前
に
進
出
し
場
所
詰
負

（必〉

人
と
し
て
蝦
夷
地
の
交
易
に
携
わ
っ
て
い
た
。
近
江
商
人
に
は
産
物
廻
し
と
い
う
行
商
方
法
が
あ
り
、
こ
れ
は
近
江
や
上
方
の
産
物
を

地
方
に
持
ち
下
り
、

か
わ
り
に
地
方
の
産
物
を
仕
入
れ
て
上
方
な
ど
で
売
り
さ
ば
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
同
様
に
日
野
の
正
野
氏
売

薬
も
、
西
川
伝
兵
衛
に
よ
っ
て
取
次
と
い
う
形
で
松
前
へ
持
ち
下
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
訴
訟
相
手
の
一
人
近
江
屋
太
右

ハ
『
切
）

衛
門
は
道
修
町
の
薬
種
中
買
で
あ
り
、
薬
種
の
諸
国
へ
の
積
み
下
し
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
安
永
二
年
当
時
、
お
そ
ら
く
近
江
屋
も
こ

の
方
面
へ
の
薬
種
の
積
み
送
り
と
と
も
に
、
取
次
を
し
て
い
た
正
野
氏
合
薬
を
こ
の
地
に
運
び
販
売
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す

な
わ
ち
道
修
町
薬
種
中
買
が
も
っ
薬
種
の
全
国
的
な
販
断

γ利
用
し
た
合
薬
の
取
次
、
販
売
で
あ
る
o

そ
の
後
の
天
保
三
（
一
八
三

二
）
年
ハ
表
1
・
＠
）
に
は
近
江
屋
が
大
坂
で
同
薬
の
取
次
を
続
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
大
坂
だ
け
で
は
な
く
諸
国
へ
も
販
売

19 

を
継
続
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
西
川
伝
兵
衛
と
近
江
屋
太
右
衛
門
は
い
ず
れ
も
現
地
の
商
人
で
は
な
く
、
遠
隔
地
取
引
を
お
こ
な
う
他
国
の
商
人
で
あ

っ
た
。
彼
ら
は
そ
の
行
動
形
態
を
利
用
し
て
合
薬
の
取
次
販
売
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
ま
た
合
薬
は
軽
量
で
移
送
に
適
し
た
物
資
で
あ

り
、
近
江
や
富
山
商
人
な
ど
の
行
商
に
お
い
て
多
く
扱
わ
れ
て
き
た
こ
と
に
も
彼
ら
が
合
薬
取
次
を
お
こ
な
っ
た
理
由
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
取
次
の
権
利
と
は
本
家
調
合
元
で
あ
る
正
野
氏
か
ら
は
単
に
取
次
販
売
を
認
め
る
も
の
で
あ
り
、
服
売
領
域

に
つ
い
て
は
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
先
に
述
べ
た
吉
野
五
運
店
の
例
で
は
摂
津
在
方
と
い
っ
た
非
領
国
地
域
に
は
一
カ
所
一
取
次
の

原
則
を
設
け
て
い
る
が
、
当
店
の
熊
本
藩
内
に
お
け
る
取
次
設
置
の
例
と
同
じ
く
、
松
前
藩
の
よ
う
な
領
国
地
域
で
は
領
主
に
よ
る
領

内
で
の
合
薬
販
売
の
認
可
が
必
要
な
条
件
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

む

す

び

近
世
中
期
以
降
、
地
域
に
お
け
る
医
療
文
化
の
形
成
を
う
け
て
庶
民
に
合
薬
の
服
用
が
普
及
し
、
大
坂
と
そ
の
周
辺
地
域
に
は
薬
種

屋
・
合
薬
屋
の
存
在
が
多
く
確
認
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
特
に
合
薬
屋
は
薬
の
供
給
に
直
接
か
か
わ
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
大
坂
市

中
・
在
方
の
合
薬
屋
の
営
業
活
動
を
と
お
し
て
、
合
薬
の
生
産
と
流
通
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
て
き
た
。
以
下
総
括
し
て
み
た
い
。

在
方
の
合
薬
屋
で
は
基
本
的
に
そ
の
周
辺
の
村
々
を
合
薬
の
販
売
領
域
と
し
て
お
り
、
村
方
の
合
薬
消
費
の
多
様
性
と
量
的
限
界
に

対
処
す
ベ
く
生
産
品
目
の
増
加
を
努
力
し
、

ま
た
摂
津
池
田
村
の
竹
野
屋
で
は
薬
種
屋
と
の
兼
業
で
あ
り
絵
具
や
沈
香
な
ど
の
唐
物
も

雑
貨
屋
的
に
取
り
扱
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
竹
野
屋
の
営
業
の
あ
り
か
た
は
在
方
の
合
薬
屋
と
し
て
あ
る
程
度
一
般
化
で
き
る
と
考

え
る
。
ま
た
一
方
で
摂
津
南
万
根
山
村
の
上
西
家
の
よ
う
に
、
市
中
に
当
家
合
薬
の
販
路
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
あ
っ
た
。
大

坂
市
中
は
在
方
合
薬
屋
に
と
っ
て
大
き
な
消
費
市
場
で
あ
り
、
そ
の
市
中
へ
の
進
出
の
障
害
と
な
る
よ
う
な
権
力
や
株
に
よ
る
流
通
規



制
は
少
な
く
と
も
摂
河
の
在
方
と
市
中
の
間
に
は
な
く
、

し
た
が
っ
て
こ
う
し
た
在
方
合
薬
屋
に
よ
る
合
薬
の
市
中
売
り
広
め
は
、
比

較
的
多
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
市
中
の
薬
種
屋
の
活
動
は
主
に
吉
野
五
運
店
の
例
に
よ
っ
て
説
明
し
た
。
吉
野
五
運
店
で
は
そ
の
資
本
力
に
よ
っ
て
原
料
薬
種

を
直
接
把
握
し
て
お
り
、
在
方
合
薬
屋
と
比
較
し
て
も
そ
の
営
業
規
模
の
大
き
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。
合
薬
の
販
売
で
は
江
戸
や
京
都

へ
出
店
を
設
け
て
当
地
で
の
拠
点
と
し
た
ほ
か
、
摂
津
在
方
に
取
次
を
設
置
し
合
薬
の
委
託
販
売
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
ま
た
熊
本
の

近世中後期における合薬流通

事
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
諸
国
に
お
い
て
も
、

一
国
引
受
の
元
取
次
の
も
と
に
よ
り
細
分
化
さ
れ
た
流
通
シ
ス
テ
ム
を
形
成
し
、
地

域
市
場
に
よ
り
深
く
入
り
込
ん
だ
流
通
を
志
向
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
合
薬
流
通
に
お
い
て
取
次
に
よ
る
流
通
シ
ス
テ
ム
が
負
う
役
割
は
大
き
い
。

一
八
世
紀
後
半
の
安
永
期
に
は
大
坂
市
中

の
合
薬
屋
に
お
い
て
取
次
に
よ
る
委
託
販
売
の
重
要
性
が
意
識
さ
れ
て
お
り
、

一
九
世
紀
以
降
に
な
る
と
取
次
や
売
弘
所
に
よ
る
流
通

機
構
の
拡
大
の
状
況
が
全
国
の
合
薬
屋
に
お
い
て
一
般
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
取
次
は
書
籍
な
ど
ほ
か
の
商
品
流
通

に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
方
法
で
あ
り
、
そ
れ
を
引
き
受
け
る
も
の
に
と
っ
て
は
自
己
資
本
に
よ
る
買
い
入
れ
に
よ
ら
な
く
て
も
多
数
の

商
品
を
扱
う
こ
と
が
で
き
、
特
に
資
金
力
の
な
い
者
に
と
っ
て
便
利
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
取
次
の
在
地
で
の
実
態

と
販
売
行
動
に
つ
い
て
本
論
で
も
少
し
言
及
し
た
が
、
地
域
に
お
け
る
合
薬
流
通
の
展
開
を
考
え
る
う
え
で
さ
ら
に
詳
し
い
検
討
が
必

要
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
合
薬
流
通
の
領
国
地
域
へ
の
拡
大
は
、
吉
野
五
運
店
の
熊
本
領
内
で
の
取
次
設
置
の
例
の
よ
う
に
、
藩
の
商

業
政
策
や
国
産
取
立
政
策
と
重
要
な
か
か
わ
り
を
も
っ
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上
の

点
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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注
ハ
1
）

〔
付
記
〕

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
池
田
歴
史
民
俗
資
料
館
の
田
中
晋
作
氏
、
豊
中
市
史
編
さ
ん
諜
の
永
松
圭
子
氏
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
皆
様
に
は

史
料
調
査
等
の
便
宜
を
は
か
つ
て
い
た
だ
い
た
。
末
筆
な
が
ら
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

（

2
）
 

（

3
）
 

主
に
①
薬
種
の
増
産
を
目
的
と
す
る
薬
園
政
策
、
②
薬
種
流
通
の
管
理
・
統
制
政
策
の
二
つ
で
あ
る
。
特
に
②
に
は
薬
の
普
及
政
策
が
含

ま
れ
、
享
保
期
以
降
幕
府
の
触
書
に
よ
る
合
薬
販
売
の
公
許
な
ど
を
と
お
し
て
、
合
薬
の
服
用
が
民
聞
に
広
く
普
及
し
た
と
さ
れ
る
。
大

石
学
「
日
本
の
近
世
国
家
の
薬
草
政
策
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
六
三
九
、
一
九
九
二
・
一
一
月
）
。
今
井
修
平
「
江
戸
中
期
に
お
け
る
唐
薬

種
の
流
通
構
造

i
l
幕
藩
制
的
流
通
構
造
の
一
典
型
と
し
て

l
l
」
（
『
日
本
史
研
究
』
一
六
九
二
九
七
六
・
九
月
）
。
池
田
松
五
郎
『
日

本
薬
業
史
』
（
薬
業
時
論
社
、
一
九
二
九
）
。

山
中
浩
之
「
在
郷
町
に
お
け
る
医
家
と
医
療
の
問
題
」
（
中
部
よ
し
子
編
『
大
坂
と
周
辺
諸
都
市
の
研
究
』
、
清
文
堂
、
一
九
九
四
）
。

前
掲
『
日
本
薬
業
史
』
。
上
村
元
覚
『
行
商
圏
と
領
域
経
済
』
？
、
ネ
ル
グ
ア
書
房
、
一
九
五
六
）
。
奈
良
県
薬
業
史
編
さ
ん
審
議
会
編

『
奈
良
県
薬
業
史
通
史
編
』
ハ
一
九
九
一
〉
ほ
か
。

山
中
前
掲
論
文
。

西
村
圭
子
「
江
戸
幕
府
の
抜
荷
取
締
令
を
め
ぐ
る
法
意
識
の
変
遷
」
ハ
日
本
女
子
大
学
文
学
部
『
紀
要
』
一
一
一
一
一
、
一
九
七
三
）
。
今
井
前

掲
論
文
。

『
大
阪
市
史
第
一
』
一
一
二

0
3
一
一
一
一
一
頁
。
『
大
阪
薬
種
業
誌
』
第
一
巻
四
五
二
頁
。

今
井
修
平
「
近
世
後
期
に
お
け
る
在
方
薬
種
業
の
展
展
｜
｜
平
野
組
薬
種
屋
・
合
薬
屋
仲
間
を
中
心
に

1
l
」
（
梅
渓
昇
教
授
退
官
記
念

論
文
集
刊
行
会
編
『
日
本
近
代
の
成
立
と
展
開
』
、
恩
文
閣
出
版
、
一
九
八
四
）
。

東
京
大
学
法
学
部
法
制
史
資
料
室
所
蔵
『
御
公
用
井
願
書
控
』
（
岡
町
小
曽
根
組
改
役
の
紙
屋
清
右
衛
門
作
成
）
。

さ
ん
課
蔵
の
写
真
版
を
利
用
し
た
。

前
掲
『
御
公
用
井
願
書
控
』
。

『
池
田
市
史
史
料
編
⑦
』
。
『
北
摂
池
田
｜
町
並
調
査
墾

7
l』

（

4
）
 

（

5
）
 

ハ
6
）

〈

7
）

（

8
）
 

た
だ
し
豊
中
市
史
編

ハ
9
〉

ハ叩〉

ハ
池
田
教
育
委
員
会
、

一
九
七
九
〉
。
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〈

U
）

（ロ〉

池
田
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
『
黒
松
家
文
書
』
仮
番
一
四
六
・
六
回
・
九
九
・
七
九
他
。

弘
化
三
年
三
月
版
「
大
阪
商
工
銘
家
集
（
浪
花
買
物
独
案
内
）
」
（
『
大
阪
経
済
史
料
集
成
』
第
一
一
巻
〉
。
こ
の
刊
行
史
料
と
同
じ
性
格

（
第
三
章
で
説
明
す
る
〉
の
も
の
と
し
て
ほ
か
に
『
江
戸
買
物
独
案
内
』
『
浪
華
買
物
独
案
内
』
な
ど
が
あ
り
、
本
論
で
は
便
宜
上
こ
れ

ら
を
「
買
物
案
内
」
と
総
称
す
る
。

先
述
の
相
場
書
送
付
や
年
頭
の
挨
拶
・
贈
物
〈
塩
鯛
一
尾
）
も
同
じ
目
的
に
よ
る
。
こ
の
よ
う
な
取
引
方
法
は
薬
種
中
買
と
小
売
業
者
と

の
間
で
慣
習
化
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
作
道
洋
太
郎
「
近
世
信
用
体
系
と
経
済
発
展
の
問
題
」
ハ
大
阪
大
学
『
経
済
学
』
七

l
三、

一
九
五
八
・
一
一
月
〉
。
「
大
阪
商
業
慣
習
録
中
編
」
（
『
大
阪
経
済
史
料
集
成
』
第
二
巻
）
。

前
掲
『
黒
松
書
文
書
』
仮
番
一
一
九
。

大
阪
大
学
文
学
部
国
史
学
研
究
室
所
蔵
『
含
翠
堂
文
庫
』
ハ
土
橋
家
文
書
）

K
一
六
八
。

前
掲
『
黒
松
家
文
書
』
仮
番
二
二
。

前
掲
『
含
翠
堂
文
庫
』

K
一
七
七
。

『
豊
中
市
史
史
料
編
四
』
一
六

0
1
一
六
二
京
。

宗
国
一
『
日
本
の
名
薬
｜
l
売
薬
の
文
化
誌
｜
l
』
（
八
坂
書
房
、
一
九
八
一
〉
。

注
（

m
y

前
掲
『
日
本
薬
業
史
』
。

喜
田
川
季
荘
『
類
豪
近
世
風
俗
志
』
（
原
名
守
貞
漫
稿
〉
第
四
編
生
業
上
一
六
五

1
一
六
六
頁
。

注
（
初
〉
。

注
（
州
出
〉
。

同
年
八
月
版
「
浪
華
買
物
独
案
内
」
（
『
大
阪
経
済
史
料
集
成
』
第
一
一
巻
）
。

文
政
七
年
版
『
江
戸
買
物
独
案
内
』
。

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
『
吉
野
五
運
店
日
記
』
（
維
新
史
料
引
継
本
〉
天
保
一

O
年
三
月
一
九
日
条
。

奥
田
修
一
ニ
「
大
和
の
売
薬
」
（
地
方
史
研
究
協
議
会
編
『
日
本
産
業
史
大
系
六
近
畿
地
方
篇
』
、
東
京
大
学
出
版
会
）
。

注
ハ
ロ
〉
。

（時）

〆曲、 f問、〆目、 f、f「〆・、／目、〆目、〆目、〆戸、〆曲、〆戸、〆声、 f、f問、 r’、
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江
戸
本
町
四
丁
目
で
は
「
出
店
酢
屋
平
兵
衛
」
ハ
文
政
七
年
版
『
江
戸
買
物
独
案
内
』
）
、
京
都
で
は
「
出
店
三
条
通
烏
丸
南
角
吉
野
屋

正
兵
衛
」
が
確
認
さ
れ
る
（
天
保
二
年
版
「
京
都
貿
物
独
案
内
」
）
。

『
大
阪
市
史
第
三
一
』
九
二
五

3
九
二
六
頁
。
補
達
二
ハ
一
ニ
。

『
大
阪
市
史
第
一
二
』
九
三
四
頁
。
達
七
七
五
。

前
掲
『
吉
野
五
運
店
日
記
』
天
保
一
一
年
八
月
一
五
日
条
。
一
一
月
二
一
一
日
条
。

前
掲
『
吉
野
五
運
店
日
記
』
天
保
一

O
年
四
月
一
一
一
一
日
条
。

鎌
田
浩
「
熊
本
藩
の
支
配
機
構
」
（
森
田
誠
一
一
編
『
肥
後
細
川
藩
の
研
究
』
、
名
著
出
版
、
一
九
七
四
）
。
平
準
方
は
文
政
九
三
人
二

六
）
年
に
設
置
。

鎌
田
浩
「
熊
本
藩
に
お
け
る
輸
出
入
規
制
と
国
産
仕
立
」
（
『
日
本
歴
史
』
四
七
二
、
一
九
人
七
・
九
月
〉
。

①
『
江
戸
買
物
独
案
内
』
（
文
政
七
年
版
）
。
②
「
浪
華
異
物
独
案
内
」
ハ
天
保
三
年
八
月
版
〉
（
『
大
阪
経
済
史
料
集
成
』
第
一
一
巻
〉
。

③
「
大
阪
商
工
銘
家
集
」
（
弘
化
三
年
三
月
版
）
（
『
大
阪
経
済
史
料
集
成
』
第
一
一
巻
）
。
④
「
京
都
買
物
独
案
内
」
（
嘉
永
田
年
版
〉

（
『
新
撰
京
都
叢
書
』
第
七
巻
〉
。

「
解
題
ハ
天
保
二
年
版
・
嘉
永
四
年
版
「
京
都
貨
物
独
案
内
」
〉
」
（
『
新
撰
京
都
叢
書
』
第
七
巻
〉
。

入
巻
俊
雄
／
日
本
経
済
社
編
『
日
本
広
告
史
l

l
経
済
・
表
現
・
世
相
で
見
る
広
告
変
遷
｜
l
』
〈
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
九
一
一
〉
六

一頁。
「
御
用
留
」
『
和
歌
山
県
史
五
』
（
近
世
史
料
I
〉
七
二
五
頁
。

明
治
一
四
年
一

O
月
大
阪
府
布
達
を
も
っ
て
売
薬
営
業
仲
間
お
よ
び
売
薬
誇
売
業
仲
間
か
組
合
と
し
て
結
成
さ
れ
、
売
薬
請
売
業
仲
間
に

は
大
阪
の
東
区
・
南
区
・
北
区
・
西
区
、
東
成
郡
・
西
成
郡
の
村
々
の
取
次
業
者
が
総
勢
一
七
O
O名
余
組
織
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

わ
か
る
。

前
掲
『
黒
松
家
文
書
』
。

『
近
江
日
野
町
志
巻
中
』
七
一
一
一
頁
。

注
（
川
崎
）
。

江
頭
恒
治
『
江
州
商
人
』

ハ却）
（担）

〈
明
品
〉

（お）
（川掛〉
（お）

（
町
四
〉

ハ幻）
（お）
ハ却）

〈
品
別
）

（
川
出
）

（

必

）

（

m制
）

ハ叫）

（
日
目
）

ハ
至
文
堂
、
一
九
六
五
）
七
一
一
一
一
良
。

『
滋
賀
県
八
勝
町
史
上
』

ハ
一
九
四

O
）
四
九
三

i
四
九
六
頁
。
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ハ必〉

宝
磨
九
三
七
五
九
〉
・
天
明
一
ハ
一
七
八
一
〉
「
道
修
町
薬
種
中
貿
仲
間
人
数
帳
」
〈
『
大
阪
薬
種
業
誌
』
第
一
巻
三
三
二
頁
、
四
七
九

頁
〉
。
日
野
屋
惣
五
郎
に
関
し
て
は
わ
か
ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
薬
種
関
係
業
者
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

今
井
修
平
「
大
阪
市
場
に
お
け
る
株
仲
間
発
展
の
一
形
態
｜
l
道
修
町
薬
種
中
買
仲
間
を
例
と
し
て
｜
l
」
（
『
ヒ
ス
ト
日
ア
』
七
二
、
一

九
七
六
〉
。
道
修
町
薬
種
中
貿
仲
間
が
唐
薬
種
お
よ
び
和
薬
種
の
全
国
的
流
通
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。（
大
学
院
後
期
課
程
学
生
〉

（抑制〉


